農業委員確認書

	【３条申請】　　　　　　　　　　　　　適当＝○　不適当＝×　非該当＝斜線　　      ﾁｪｯｸ欄
耕作目的による取得であるか

『全部効率利用』
取得農地等を含む全ての農地等を効率的に利用して耕作することが確実か

　　□作付予定作目の確認（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　□機械の確保・導入予定状況　　　　□技術・経験

　　□労働力の確保状況　　　　　　　　□通作距離　

　　　※上記より総合的に判断する
『常時従事』

取得者及び世帯員等が必要な農作業に常時従事(原則150日以上)することが確実か

＜農作業に常時従事しない借人の場合、農業生産法人以外の法人の場合(貸借のみ)＞
　□農地を適正に利用していない場合に貸借を解除する旨が契約書に記載されているか

　□地域の他の農業者との役割分担は適切か
　□その法人の業務を執行する役員のうち一人以上の者が常時従事すると認められるか
『下限面積』

取得後の経営面積が基準以上となるか「飯綱町(全域)４０アール」

『地域調和』

耕作事業内容及び農地の位置・規模等からみて農地の集団化、その他周辺の地域における農地の農業上の効率的かつ総合的な利用の確保に支障を生じないか

　　□利用を分断しないか　　　　　　　 □農業水利の阻害をしないか

　　□無農薬栽培等に影響ないか　　　 　□特定品目の生産を阻害しないか

　　□極端に高額な借賃設定してないか
【４条申請（届出）・５条申請】　　　　 適当＝○　不適当＝×　非該当＝斜線　　      ﾁｪｯｸ欄
その農地を転用することがやむを得ないと認められるか

転用に必要な資力及び信用があるか

転用の妨げとなる権利を有する者がいる場合にはその同意を得ているか

申請に係る用途に遅滞なく供することが確実か

（特別な事情以外で許可後概ね３か月以内には着手すると認められるか）

計画面積は妥当か（既存と合せて一般住宅500㎡・農家住宅1,000㎡以内）配置図等確認
周辺の農地に係る営農条件に支障を生ずるおそれはないか

一時転用である場合にはそれが妥当であるか

□確実な農地復元　　　□必要最小限の計画　　　□復元･農地造成後の利用計画
３条取得後の転用は取得後３年（３収穫期）を経過しているか

農業委員の意見：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
平成　　年　　月　　日　　　　　　　担当農業委員　　　　　　　　　　　　　　㊞



